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立体アレーを用いた深部低周波地震 (LFE)のＰ波とＳ波の検出（3）
P- and S-wave detection of the low frequency earthquakes (LFE) using 3D array (3)
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東濃地震科学研究所 (TRIES)は東海地震・東南海地震と深部低周波地震（LFE）の活動との関係を調べるため，愛知県
豊田市下山に小アレーと中アレーを 2010年３月までに設置した．また産業技術総合研究所 (AIST)は同じ地域に 3つの深
度（約 600m, 200m, 50m）に地震計を持つボアホールアレーを設置した．これらのアレーの観測点と防災科学技術研究所
(NIED)のHi-net観測点SMYHを組み合わせて立体アレーとした．この立体アレーの 14観測点のデータを使って，東海地
域で発生した LFEの波形データを semblance解析し,Ｐ波とＳ波の検出を試みた．均質な速度，Vp=4.5 km/s, Vs=2.2 km/s
を持つアレー内媒質中を平面波が伝搬するモデルを仮定し，それぞれの地震計に波が到着する時間差と station correction
の和を lag trajectoryとして semblance値を計算した．semblance値は，アレーの基準位置に平面波が到着した時刻，波の
到来方向 (back-azimuth),　入射角の３つをパラメータとして計算された．　 LFEを解析する前に，震源決定精度が良く，
LFE発生領域の近くで発生した普通地震の解析を行い，これにより，P波，S波それぞれの station correctionを得た．
東海地方で 2010年 11月 11日から 30日までに LFEが活動しが，それを立体アレーで観測することができた．観測さ

れたデータの中から，気象庁によって震源が報告されている LFEを選び、上記 semblance解析を行った．そして振幅が
小さく微動状に続く LFEの波形の中から，対となるＰ波とＳ波の検出を試みた．現在解析されたのは比較的 M の大き
い２つの LFEについてである．S波については，２つの LFE両方とも水平動成分の semblance値が極大値を持つ波群と
対応していて，検出することができた．一方 P波については，上下動の波形を使った semblance値の分布より検出を試
みた．　その結果，２つの内１つの LFE（LFE-Aと呼ぶ）ではＰ波を検出できたが，他方については検出できなかった．
LFE-Aの対となるＰ波とＳ波到着時刻を使って，気象庁震源の震央は固定したまま，震源の深さを見積もると，28 km
と浅くなった．この震源はこの辺りのプレート境界面付近に位置し，Hirose et al.(2008)の LFEの研究結果と調和する．
謝辞：解析には気象庁一元化データと防災科学技術研究所の Hi-Netデータを使用した．
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